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JA自己改革の取り組み（農業者の所得増大）

JAいぶすき

2018.３
2

　ＪＡは２月24日と25日、滋賀県彦根市内
で、管内農産物の試食販売を行いました。Ｊ
Ａ役職員３人が参加。ＪＡ東びわこと協力し、
ファーマーズマーケットやさいの里二番館を
訪れる消費者へ、ソラマメやえんどう類、え
い太君（紅はるか）などいぶすき管内の味を
広めました。
　この取り組みは、日本一の湖「琵琶湖」を
持つ滋賀と、九州一の湖「池田湖」を持つ鹿
児島で農畜産物の交流を行う、いぶすき・東
びわこ農畜産物交流事業の一環です。農畜産
物を通した観光交流で、ＪＡや地域の活性化
を進めることも狙います。今後は、互いの歴
史・文化を学ぶイベントや食農教育なども視
野に、更なる物的・人的交流を進める予定で

す。
　ＪＡ東びわこ馬場義昭経済担当常務は、
「彦根は昔、桜田門外の変で薩摩藩士に井伊
直弼を討ち取られた歴史がある。仲直り交流
という面も含め、面白みのあるよい交流にな
ると期待したい。」と、事業に対する今後の
思いを語りました。

　ＪＡや鹿児島と山口の両市、両大学などが
参加する明治維新150年記念事業で、ついに
日本酒が誕生しました。
　日本酒に使用する酒米は、鹿児島市で栽培
した「山田錦」です。2017年６月下旬のＪ
Ａ・山川高等学校あぐりスクールで、参加児
童が植えたものを使用しています。今年は約
1400本を製造し、継続的に生産・販売する予
定です。
　また、残ったお米を麹に使用し、鹿児島県
産のサツマイモで芋焼酎も製造しています。
「薩摩熱徒（ねっと）」の銘柄で、2018年春

以降にも販売予定です。
　松元孝也代表理事常務は「鹿児島市内で
は山形屋、山口市内では大手酒屋などで販
売記念イベントもある。たくさんの人が手に
取ってくれるよう、生産量も増やしていきた
い。」と、今後について語りました。

薩長同盟１５０周年
を迎え日本酒製造

ＪＡで特産物の交流！
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　ＪＡは２月23日、管内の６購買店舗で購
買ディスプレイコンテストを開きました。県
経済連・ＪＡ職員５人が店舗を審査し、小川
購買店舗を最優秀賞に選びました。
　審査は店舗内の季節感が出ているか、商品
の見やすさ・選びやすさ・こだわり・倉庫内

の整理整頓など合計10項目。飾りつけや演
出など店舗の活性化を進める事で、販売力の
強化や供給高アップに繋げ、利用者へより良
い商品の提案が出来る仕組みを作っています。
　審査委員の福吉秀一経済担当参事は、「全
体的にレベルが上がっている。これからもお
客様の目線で取り組んで欲しい。」と講評し
ました。

　ＪＡ喜入地区は１月下旬、鹿児島市が同市
中山町の寺田農園で開いた果樹せん定講習会
に参加しました。樹木の管理や剪定方法など
を学習。収量増加へ向け、市内から集まった
約50人の果樹関係者と意見交換など行いま
した。喜入管内の生産者やＪＡ職員、市職員
が市内の剪定講習会に参加するのは初めての
取り組みです。例年、喜入地区単体で開いて
いましたが、生産者の強い要望で参加が実現
しました。
　参加した生産者は「他地区の生産者などと
話し合う事が出来たので、とても良い講習会
になった。毎年参加し続けたい。」と語りま

した。
　加治佐和希営農指導員は、「今回は初めて
の参加だったので喜入果樹部会の役員のみと
なった。次回は一般の生産者が参加できるよ
う、広く声をかけていきたい。」と、意気込
みを語りました。

小川購買店舗が最優秀賞！
購買ディスプレイコンテスト

結　　果
最優秀賞　小川購買店舗
優 秀 賞　あっど！いぶすきみのり館
努 力 賞　喜入購買店舗

鹿児島市の講習会に初参加



JA自己改革の取り組み（地域の活性化）
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　ＪＡは２月１日、指宿市立徳光小学校の児
童３人に、家の光協会が発行する「ちゃぐり
ん」を贈呈しました。児童らは、2017年９月
に県ＪＡ中央会が開いた「第34回鹿児島県
『ごはん・お米とわたし』図画コンクール」
に応募。ＪＡから感謝の気持ちを込め、児童
らに手渡しました。同小学校の佐東忍校長は、
「子どもたちの農業に対する関心が薄れつつ
ある中、ＪＡが食育の場を設けてくれる事は
とてもありがたい。」と感謝しました。
　図画コンクールは、これからの食・農を担
う次代の子どもたちへ、ごはん食などの学び
を深めてもらう事で、食の重要性を広めるこ

とを目的に実施しています。西迫忠憲常務理
事は「将来、皆さんの中から１人でも、Ｊ
Ａ管内の農業を担う人が出てくれる事を願
う。」と児童たちを激励しました。

　いぶすきの豆類 PR 活動実行委員会は２月11
日、JR 指宿駅前中央通りで「いぶすきマルシェ
With いぶすきの豆・マメ・まめ祭り」を開きま
した。歩行者天国になった通り沿いに、JAや生
産者、同市、地域住民などが、約50店舗を出店
しました。
　会場では、実エンドウのさやむき大会や、ソラ
マメやエンドウ類の試食・販売、ソラマメスープ
の試飲などで特産品の豆類を PR。県立山川高校
と飲食店がコラボした「Bean ，豆

ず

レストラン」
によるロコモコ丼と鶏飯の販売や、焼き芋の配布、
スタンプラリー、曲作りワークショップなど様々
なイベントも開かれ、多くの人々が訪れました。

食育を通して農に関心を
ＪＡが児童にちゃぐりん贈呈

特産豆類ＰＲ
地域内外へ魅力を広める
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　ＪＡ全農が大阪市中央卸売市場南港市場で開いた第37回
全農肉牛枝肉共励会で、㈲畠久保牧場が大会最高位の最優
秀賞に輝きました。
　枝肉重量553.4㌔、脂肪交雑ナンバー 12。審査委員から
は「ロース芯は大きく、脂肪交雑の状況が非常に良い。王
者にふさわしい」と絶賛されました。
　㈲畠久保牧場の上久保操会長は「血統的に期待していた
が、まさか最優秀賞を取るとは思っていなかった。今後も
高品質な牛を作り続けたい。」と意気込みを語りました。

　県立山川高等学校は２月１日、学校を卒業
し農業関連に就職、進学する生徒を祝う「営
農の門出を励ます会」を開きました。生徒や
学校職員、県、指宿市、ＪＡ職員など約50人
が出席し、鹿児島大学への進学や、県外・県
内の農業企業へ就職が決定した生徒５人を祝
福。鹿児島大学農学部農業生産科学科へ進学
する園芸工学・農業経済科３年の関口拓真さ
んは、「将来は県内の農業技術向上に貢献し

たい。大学で持続可能な農業かつ循環が可能
な農業の研究をして、農業振興に尽力できる
人材になりたい。」と、今後の意欲を語りま
した。

　ＪＡ産直部会は２月19日、ＪＡ喜入支所
と開聞中央支所で営農塾を開きました。部会
員、ＪＡ職員などが出席。参加者は生産履歴
提出の基準や食の安心安全対策、農業生産の
各種助成制度について学びました。また、み
かど協和株式会社からスタッフを招き、季節
のは種推奨品目や推奨生産資材の講習も行い

ました。
　ＪＡでは食と農を基軸に根ざした協同組合
として、農業者の所得拡大に関わる営農塾活
動を進めています。

営農の門出を祝福

食の安心安全へ向け
営農塾で学ぶ

㈲畠久保牧場　農林水産大臣賞受賞！
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　指宿市は１月29日、豆類において被害面積101ヘクタール、減収量約90
トン、被害総額4598万円だと発表しました。
　猛烈な寒波が１月下旬にＪＡ管内を襲い、農産物に被害が出ました。主
要品目のソラマメやエンドウ類では、さやの変色や傷んだりする被害が発
生。葉物野菜などにも凍傷による被害が発生しました。ＪＡでは１月29日、
県や各地区の営農指導員などと緊急の対策会議を開き、樹勢回復に効果的
な液肥や対策をまとめたチラシの配布など、復旧を促す方針を固めました。
　指宿市山川で約270アールの畑を持つ内薗光弘さん（62）は、「12月から続く低温と１月の寒波で、
スナップエンドウに被害を受けた。霜よけの対策などもしたが、気温が０度を下回ると効果が無い
ようだ。茎や根が凍らず生きているのが救い。」と話しました。

　ＪＡは２月21日、指宿市山川の旧大山支所２階大会議室で
山川地区野菜部会総会を開きました。生産者やＪＡ職員など
約70名が参加。品目別、全体と分けて会を進め、曇天や寒波
の影響を受けた豆類などの秋冬作の野菜全般に対する、今後
の対策を協議しました。
　総会の中では表彰も行い、小川支部が共販優秀成績に、浜児ヶ水支部が会員優勝成績に輝きまし
た。総会の挨拶で西山茂野菜部会長は、「消費地はＪＡの野菜を待っている。いぶすきが県内を引っ
張って行く気持ちで出荷物を届けていくためにも、出荷物の品質低下を招くことが無いよう、最後
までしっかりと管理をしてほしい。」と生産者を鼓舞しました。

　ＪＡは２月１日と19日、山川地区と開聞地区でＪＡ耕種農業生産
基盤強化対策説明会を開きました。この事業は、JA自己改革の「コ
スト抑制」として、極端に生産者、栽培面積が減少してきているカボチャの振興を図るための取り
組みです。ペーパーポットや不織布を使って栽培したカボチャの増加面積に対して、資材費用を一
部助成します。
　2017年度に行っている実証試験の事例内容や、栽培のポイントを、南薩地域振興局農政普及課の
園中光範技術専門員が説明。参加した生産者は活発に意見交換をしました。
　西村安徳農産部長は、「カボチャの生産農家や栽培面積は、県内全体でも年々減少している。こ
の事業を利用して１アールでも多く栽培面積を増やしてほしい。」と生産者に呼びかけました。

生産者の負担軽減へ
生産基盤強化対策説明会

南国にも猛烈な寒波

寒波に負けるな　野菜部会総会開催



女性部活動
 喜入地区　視察研修１/25・26

 ＪＡ役職員と語る会

 開聞地区　Ａコープ感謝祭

２/21

２/17

女性部のＦａｃｅｂｏｏｋ
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　喜入地区女性部は１月25日から２日
間、熊本・福岡視察研修に行きました。
熊本城や田原坂西南戦争資料館など、西
郷隆盛ゆかりの地を視察。ＪＡ糸島の産
直市場「伊都菜彩」も見学しました。

　Ａコープかいもん店で生産者
コーナー感謝祭を開きました。
Ａコープ生産者コーナーに出荷
している女性部が、野菜やサツ
マイモの天ぷら（ガネ）を販売。
豚汁のふるまいなどを行い、多
くの人で賑わいました。

　山川文化ホールで、ＪＡ役職員と語る会を開きま
した。女性部役員と各地区生活担当者が作った料理
をＪＡ役職員と囲み、意見交換しました。



県下ＪＡで自動車を展示！
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　ＪＡは１月31日、指宿市内で開かれたサイクルロードレー
スのプロチーム、シマノレーシングの春季合宿激励式に参加し、
特産品の豆類を贈呈しました。激励式には選手ら11人が参加。
松元孝也代表理事常務が、入部正太郎選手に管内産のソラマメ
とスナップエンドウ約９キログラムを贈呈。松元常務は、「指
宿はソラマメ日本一の産地。同じように、日本一を目指して頑
張ってほしい。」とエールを送りました。

　ＪＡ鹿児島県経済連は２月２日から４日の３日間、鹿児島市谷山港で第36回自動車大展示会
を開きました。県下ＪＡの総力を挙げて年に１度開催する展示会では、新車ディーラーとオート
パルグループの中古車が県内最大級の規模で展示され
ました。また、ＪＡならではの営農用トラックの販売
やマイカーローン、自動車共済の相談コーナーも用意。
ＪＡＤＤＯカードの来場ポイント進呈や、ご成約の方
へ鹿児島黒牛のプレゼントもありました。

ＪＡがシマノレーシングへ特産品を贈呈



履き口が絞ってあり

泥や水が入りにく

軽い！やわらかい！

動きやすい！

田植え長靴人気NO.１

お求めはお近くのＪＡへ
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薗
　
政
　
市
（
98
）

中
　
村
　
晟
　
夫
（
75
）

樋
　
髙
　
正
　
人
（
80
）

藤
久
保
　
ツ
　
ル
（
103
）

【
指
宿
】

德
　
山
　
清
　
春
（
79
）

竹
之
内
　
タ
ズ
子
（
85
）

西
　
　
　
裕
　
彦
（
56
）

濵
　
田
　
　
　
司
（
74
）

【
山
川
】

内
　
薗
　
隆
　
雄
（
76
）

川
　
畑
　
貞
　
夫
（
87
）

福
　
島
　
敏
　
彦
（
65
）

前
　
田
　
ミ
チ
子
（
94
）

【
開
聞
】

京
　
田
　
照
　
徳
（
65
）

下
　
川
　
シ
ヅ
エ
（
100
）

下
　
拂
　
意
　
精
（
90
）

中
　
村
　
重
　
盛
（
100
）

福
ヶ
迫
　
ミ
ヤ
子
（
87
）

水
　
溜
　
チ
　
ヅ
（
94
）

宮
　
﨑
　
蓉
　
子
（
89
）

【
頴
娃
】

下
　
窪
　
勝
　
己
（
89
）

中
　
村
　
イ
　
ク
（
85
）

中
　
村
　
宗
　
男
（
91
）

福
　
元
　
健
　
祐
（
85
）

山
　
下
　
益
　
男
（
86
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
30
年
１
月
１
日

～
１
月
31
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

一　

氷
上
の　

ス
ケ
ー
タ
ー
達
の　

華
麗
よ
り�

転
ば
ぬ
よ
う
に　

祈
り
つ
つ
観
る�

辰
野　

千
鶴
子

二　

事
故
に
遭
い　

越
え
し
月
日
を　

察
す
る
に�

義
足
ダ
ン
サ
ー　

舞
台
に
輝
く�

柚
木
崎
イ
ツ
子

三　

鳥
た
ち
は　

い
ず
こ
に
い
る
や　

こ
の
年
は�

熟
れ
し
金
柑　

わ
が
手
に
も
ぎ
る�

高
田　

須
美
恵

四　

霜
の
朝　

今
日
は
グ
ラ
ウ
ン
ド　

快
晴
で�

ボ
ー
ル
打
つ
手
に　

力
が
こ
も
る�

竹
下　

玲
子

五　

利
便
さ
へ　

世
は
変
わ
り
ゆ
く　

あ
や
か
し
さ�

ラ
イ
ン
の
闇
に　

消
ゆ
仮
想
通
貨�

吉
永　

多
美
子

六　

春
陽
背
に　

ラ
ン
の
植
え
替
え
黙
黙
と�

や
が
て
咲
く
花
に　

思
い
馳
す
夫�

上
西
園　

ふ
じ
え

七　

た
ん
ぽ
ぽ
は　

黄
色
い
花
と　

思
い
い
し
が�

桃
色
も
あ
り　

手
触
れ
て
愛
ら
し�

吉
田　

知
佐
子

八　

立
春
を　

過
ぎ
し
日
差
し
を　

道
に
浴
び�

無
心
に
歩
く　

二
時
間
を
遂
ぐ�

片
野
田
健
一

九　

七
十
路
よ
り　

習
い
初
め
た
る　

わ
わ
の
詩�

八
十
路
の
暮
し
に　

潤
い
を
添
ゆ�

片
野
田　

道
子

十　

沿
道
の
小
さ
き
割
れ
目
に
松
葉
牡
丹�

身
の
丈
五
セ
ン
チ　

必
至
に
咲
け
り�

川
畑　

信
子

平
成
三
十
年
二
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

い
ぶ
す
き
短
歌
会

表紙の写真
　２月 11 日いぶすきマルシェ with いぶすきの
豆・マメ・まめ祭りでＪＡが出店した写真です。当
日は風が強く冷え込んだ日でしたが、暖と美味しい
ものを求めて、多くの人がテントを囲みました。



JAいぶすき

2018.３
11



JAいぶすき

2018.３
12


